
「AI戦略2019」

（令和元年６⽉ 統合イノベーション戦略推進会議決定）

AIの開発・活⽤ができる医療従事者養成の検討

「保健医療分野AI開発加速コンソーシアム 議論の整理と今後の

方向性」（令和元年６⽉ 厚⽣労働省）

医療でAI活用を推進していくための人材養成、AIの質の担保

や評価

【取組内容】 【イメージ】

経済財政運営と改革の基本方針2019
（令和元年６⽉ 閣議決定）
生活習慣病・認知症対策、…再⽣医療、ゲノム医療、AI…
等の社会的課題解決に資する研究開発を官⺠挙げて推進

「統合イノベーション戦略2019」 (令和元年６⽉ 閣議決定）
「AI戦略 2019」に基づいて、教育改革、研究開発、実世界
の重点領域でのAI社会実装等を通じ、産業、地域、政府の
全てにAIを普及させる。

【大 学】

令和２年度予算額 ２億円
（新 規）

AI研究開発を進めるべき重点６領域

①ゲノム医療 ②画像診断支援 ③診断・治療⽀援

④医薬品開発 ⑤介護・認知症 ⑥手術支援

※「保健医療分野AI開発加速コンソーシアム」より

・独自の技術開発を実施
・大学の教育プログラムの開発への
参画や課題解決の事例提供

⺠間企業・団体

【研究機関】

⼤学・医療現場

【⺠間企業・団体】

【大学病院・医療機関】

医療情報の評価
・分析と蓄積された
医療データの活⽤
による教育

・ＡＩ技術の提供
・プログラムの評価

医療資格保有者を
対象に、AI技術を
推進・活用できる人材
養成プログラムを設定 ・現場の知⾒の提供

・実装の場の提供

共同で保健医療
分野のAI技術
推進を担う人材
養成拠点を確⽴

連携

先進的医療イノベーション⼈材養成事業

保健医療分野におけるAI研究開発加速に向けた人材養成産学協働プロジェクト

背景・課題

事業概要

・ 国⺠に対するより質の⾼い、安全・安⼼な保健医療サービスの提供に向けた体制の構築 ・ AIの活⽤による新たな診断⽅法・治療⽅法の創出
・ ⼤学と医療現場、⺠間企業等の連携による新時代に向けた新たな教育拠点の確⽴ ・ 医療従事者の負担軽減

【期待される効果】

○ AI教育の抜本的な充実が求められている中、保健医療分野においては患者等に関する多様な医療データを活⽤したAI技術の社会実装の実現性が高いも
のが多くあり、新たなAI技術開発と利活⽤が期待できる分野として、今後、人材養成を含めた取組を強化することが期待されている。

○ 将来にわたって、個々の患者に対して最適な医療や安全な医療を提供していくためには、人工知能（AI）を含めた科学技術を保健医療分野において開発
・推進できる人材を養成することが必要不可⽋である。

○ 我が国における医療技術の強みの発揮と保健医療分野の課題の解決（医療情報の増⼤、医師の偏在や働き⽅改⾰等）の両⾯からAI研究開発を進め
るべき領域、「重点６領域」を中⼼とした保健医療分野におけるAI研究開発を加速するための支援と対策が必要とされている。

○ 諸外国では保健医療分野におけるAI開発が急速に進む中、我が国でも⼤学・医療現場と企業等の関係者が⼀丸となって対応する必要がある。

○ 医療系学部を有する⼤学を中⼼に、保健医療分野に
おけるAI研究開発（重点６領域）について、⺠間企業
・団体等の協⼒を得て、医療現場のニーズ・知⾒を⽤いて
AI技術開発を推進する医療⼈材を養成。

○ 医療現場における医療データを活⽤した機械学習や
企業等におけるAI技術の課題解決への応用を学ぶ等、
保健医療分野でのAI実装に向けた新たな教育拠点を
構築。

◇事業期間︓最⼤５年間 財政支援(令和２年度〜６年度）
◇選定件数・単価︓２拠点×１億円


